
支所発地域力向上支援金　事業評価（小田切支所）
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支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)
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1

　小田切地区では、地域コミュニティの形成や単身世帯の孤独の解消などを目的として、管
内の各地区で「お茶のみサロン」を積極的に実施しているが、参加者は女性がほとんどで男
性はなかなか参加しづらい状況である。
　このため、小田切地区内の有志が集まり地区内の様々な課題を話し合う「和輪話の会」に
おいて、男性が集える場（男の社交場）が必要であるとして「山里整備隊」や「マレットゴルフ
の会」などが企画され、本事業が実施されたものである。
　本年度は雑草の除去や地面の平たん化などのグランド整備を実施したが、次年度以降は
マレットゴルフ練習場としての整備を予定しており、「みんなの居場所（マレットゴルフの
会）」として定期的に活動し、多くの住民が「新たな居場所」に集い交流することが見込まれ
る。
　今後も、男女を問わず集える場所を形成することにより、地域コミュニティの形成や単身
世帯の孤独の解消、さらには健康増進につながることを期待する。
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評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分

山里整備隊

グランドの整備

(基準様式第３号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通 効果があった



                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和３年 12 月 17 日 

事業実施地区 小田切地区 

事業名 グランドの整備 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）山里整備隊 

（代表者名）酒井 功 

（連絡先）026-229-1811 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

・小田切地区内の男性の居場所づくりとして、「山里整備隊」を立ち上げ、 

 初めに夏まつり会場としてグランドを整備した。 

・その後の利用として、マレットゴルフの練習場等多目的に利用したいの 

 で、草刈り作業に加え、葦の伐根作業を中心にグランド全面の平坦化作 

 業を行い整地する。 

 

【事業完了日】 

令和 3 年 12 月 3 日 

【総事業費】 

110,000 円 

【補助金額】 

110,000 円 

※活動状況のわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

・荒廃グランドの（約 1,000 ㎡）整備、整地として、バックホーによる伐根作業を中心に行い、 

 窪みに山砂を敷き、転圧機による全面ローラー掛け作業にて平坦化を完了した。 

・人的作業は３回（8/6,9/30,10/13）行い、各 20 名程度がボランティアで作業に従事した。 

・お茶のみサロンなどの寄り合いに参加しずらい男性が集える場所として、グランド整備後は 

 マレットゴルフなどの活動を予定している。（マレットゴルフ活動は既存の場で実施済み） 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

・荒廃地で広範囲に渡る平坦化作業で中々思い通りに進まず困難であった 

 が、ローラー鎮圧作業で平坦化できた。 

・補助を活用して機械で伐根まで行ったため、当面の間は簡易な人的整備で 

 現状を維持できると思われる。 

 

■今後の取組予定 

・グランド整備に関しては、草刈り作業等で夏まつり会場やマレットゴルフ練習場として、今 

 後も整備が必要である。更に景観改善活動として、支障木や支障枝等の伐採作業もしていく。 

 

 



整備前

整備中
（人的作業）



整備中
（人的作業）

整備中
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整備後

整備中
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